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研究要旨 

近年、早期再分極症候群という新しい疾患概念が提唱されたが、その臨床像や
遺伝出的背景に関する知見は十分ではない。そこで、国内の複数の共同研究施
設より早期再分極症候群の症例を集積し臨床像の解明と心室細動発作の危険
因子の検索を行った。早期再分極症候群において、若年発症、突然死の家族歴
並びにElectrical Stormの既往が心室細動発作の危険因子であることを解明
した。これらの危険因子を持つ症例では、より厳重な心室細動発作と突然死の
要望が必要であることが示唆された。 

 
 
Ａ．研究目的 
 近年、心電図の早期再分極が特発性心室細動に関
与するという早期再分極症候群という新しい疾患
概念が提唱されたが、その臨床像や遺伝出的背景に
関する知見は十分ではない。 
 
Ｂ．研究方法 
 国内の複数の共同研究施設より早期再分極症候
群の症例を集積し、臨床像を検討し心室細動発作の
危険因子の検索を行った。 
（倫理面への配慮） 
各施設の倫理委員会の承認を得た上でデータ

は不可逆的匿名化した上で、解析に用いた。 
 
Ｃ．研究結果 
 53例の早期再分極症候群の症例のうち、突然死の
家族歴があるものは13%であり、Electrical Storm
を17例で認めた。また4例ではSCN5A遺伝子の変異が
同定された。多変量解析にて、様々な臨床像や遺伝
的背景のうち、若年発症、突然死の家族歴とElectr
ical Stormの既往が心室細動発作の危険因子であ
った。 
 
Ｄ．考察 
 早期再分極症候群における心室細動発作の新た
な危険因子を同定した。これらの危険因子を持つ症
例では、より厳重な心室細動発作と突然死の要望が
必要であることが示唆された。 
 
Ｅ．結論 
 早期再分極症候群において、若年発症、突然死の
家族歴並びにElectrical Stormの既往が心室細動
発作の危険因子であった。 
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